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子どもの笑顔が輝き

勢いのある学校

（Ｈ30．9．20発行）文責 校長 福田雅也

「親ばか」という言葉がありますが…
お や こ と ば

今日は朝から少し強い雨が降っていました。私は、毎朝登校時間に校区内を歩き回っていますの
き よ う あさ すこ つよ あめ ふ わたし まい あさ とう こう じ かん こう く ない ある まわ

で、今日も、学校近くの横断歩道を中心に登校する子どもたちを迎えました。いつものように、子ども
き よ う がつ こう ちか おう だん ほ どう ちゆうしん とう こう こ むか こ

たちと挨拶を交わしながら、横断旗を振っていると、その横を子どもたちを乗せた保護者の車が学校
あい さつ か おう だん き ふ よこ こ の ほ ご しや くるま がつ こう

へ向け走り去っていきます。すると、子どもたちから「いいなー 〇〇ちゃんは 車で…」という声が
む はし さ こ くるま こえ

聞こえてきます。すかさず私は、次のような声を掛けました。
き わたし つぎ こえ か

「雨だけど頑張って歩いてきたあなたたちは、えらいぞ！」「雨でも歩いてくることで我慢強くなるよ！」
あめ がん ば ある あめ ある が まん づよ

…と

そして、このようなことは今日だけではないのです。雨の日に毎回繰り返されていることなのです。
き よ う あめ ひ まい かい く かえ

世間には、「親ばか」という言葉があります。一般的には、良くない意味で使われる言葉だと思いま
せ けん おや こと ば いつ ぱん てき よ い み つか こと ば おも

す。しかし、親が自分の子どものために「ばか」になることが、そんなに悪いことでしょうか。私は、決し
おや じ ぶん こ わる わたし けつ

て悪いことではないと思います。親は、自分の子どもに対してそのくらいの愛情をもって当然だと思い
わる おも おや じ ぶん こ たい あいじよう とう ぜん おも

ます。むしろ、親が子どものために「ばか」にならずして、誰が「ばか」になれるでしょうか。
おや こ だれ

しかし、そこで考えていただきたいのです。世間で使われている「親ばか」は、その愛情がすべて
かんが せ けん つか おや あい じよう

「甘やかし」として表れている場合に使われているので、良くない意味となっているのです。本当に愛
あま あらわ ば あい つか よ い み ほん とう あい

情がある親は、自分の子どもに対して、親にしかできないと思われるくらい厳しく躾ける場面が当然あ
じよう おや じ ぶん こ たい おや おも きび しつ ば めん とう ぜん

るはずです。それも含めて「親ばか」と考えれば、私は、決して悪いことではないと考えているのです。
ふく おや かんが わたし けつ わる かんが

このように考えたとき、冒頭の場面をどのように思われるでしょうか。この機会にそれぞれのご家庭
かんが ぼう とう ば めん おも き かい か てい

で少し考えていただければと思います。
すこ かんが おも

もちろん、それぞれのご家庭に様々な事情があることは分かっています。学校からの距離や学年も
か てい さま ざま じ じよう わ がつ こう きよ り がく ねん

いろいろです。また、このご時世、登下校中に子どもが事件や事故に巻き込まれない保障はどこにも
じ せい とう げ こうちゆう こ じ けん じ こ ま こ ほ しよう

ありません。雨の日の登校となればその可能性が増すことは当然です。ですから、学校側が雨の日も
あめ ひ とう こう か のう せい ま とう ぜん がつ こう がわ あめ ひ

徒歩で登校することを強制することはできません。
と ほ とう こう きようせい

ですから、私にできることは、頑張って歩いてきた子どもたちをほめ、そのことに価値付けをしてや
わたし がん ば ある こ か ち つ

ることだと考え、声かけをしているのです。
かんが こえ

前任校時代も含めると、私が学校だよりを書き始めて５年目になります。その中で一番気をつけてい
ぜん にん こう じ だい ふく わたし がつ こう か はじ ねん め なか いち ばん き

たことは、決して私の価値観を押しつけたり、説教調の内容になったりしないようにすることでした。
けつ わたし か ち かん お せつきようちよう ない よう

残念ながら、今回はどうしてもそのような書きぶりになってしまったことをお許しいただきたいと思います。
ざん ねん こんかい か ゆる おも


